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これまで、微細加工技術により作製した2次平面のマイクロサイズのプレート上に
培養した細胞を細胞自身の牽引力を用いて、折り紙のように折ることで細胞の3次元
（3D）立体構造に構築する技術「細胞折紙」を確立してきた。本研究では、細胞
折紙技術と計算折り紙による立体構造の最適化を行った。

実験
Experimental

細胞によるマイクロサイズの立体構造の作製方法は、ガラス基板に生体適応材料で
あるパリレン（ポリパラキシリレン樹脂）（厚さ：3 μm）を蒸着し、微細加工技
術よりパリレンをマイクロサイズに加工する。作製されたパリレンプレート上に細
胞の接着分子をコートした後細胞を培養する。マイクロプレート上に細胞（3T3）
を24時間培養後、アルギン酸リアーゼ酵素によりマイクロプレート下のアルギン酸
ゲルを溶かすことで、マイクロプレートをガラス基板から剥がすことができる。微
細加工時にマスクのデザインを変えることで、様々な展開図のマイクロプレートを
作製する。

結果と考察
Results and Discussion

4面体の2種類の展開図に培養した細胞のアクチン繊維の方向は異なり、折りたたむ
スピードがそれぞれで異なることがわかった。さらに、今後、作製されたマイクロ
サイズの立体構造を最小単位のブロックとし、そのブロックを積み上げることで大
きな構造を作製する計画しており、その際に、大きな構造が安定するために切頂八
面体を用いたいと考えている。今年度は、細胞による切頂八面体を作製することに
成功した。
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